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癌患者にとって理想的な癌化学療法とは①治療効果が高い ②副作用が少ない ③安全性が高
い ④通常の生活が継続できる ⑤費用が安い ことと言われています｡ 今回は, 費用面に的を
絞り, 当院で実施している大腸癌における抗癌剤治療の薬剤費についてまとめてみました｡

表記の総薬剤費は, 各レジメン１コース及び１ヶ月 (����は６週間, ��������は５週間)
に使用する抗癌剤と, 支持療法として用いる薬剤を薬価で計算してあります｡ なおカッコ内は
患者の負担額を３割換算したものです｡
大腸癌の標準的な１次治療は, �������療法あるいは������療法と考えられています｡ 表
より�������療法に使用する薬剤費は約��万円, ������療法では約��万円となり, 患者には
負担額３割で計算したとしても, 各々６万円と��万円かかることになります｡ この金額には外
来で実施する場合の再診料 (初診料), 手技料, 外来管理加算や, 入院で実施する場合の入院
基本料, 手技料などは含まれていません｡ 患者が実際に支払う金額は, 薬剤費にこれらの費用
を加えたものになります｡
癌化学療法にかかわる医療費については高額なこともあり, 患者にも大きな負担となってい
ます｡ これからは癌化学療法を行う時は ｢高額医療費に対する保険給付制度｣ や ｢高額医療費
貸付制度｣ について, 患者への説明が必要と思われます｡
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